
戊 丁 丙 乙

陳
列
館
新
設
ノ
件

算
二
計
上
セ
ル
所
ノ
金
額
ヲ
支
出
セ
ラ
レ
永
久
二
此
科
ヲ
置
キ
設
備
ヲ
完

全
ナ
ラ
シ
メ
ソ
コ
ト
ハ
切

二
望
ム
所
ナ
リ

大
正
二
年
度
報
告
と
ほ
一

[
ぼ
同
文
に
つ
き
省
略
。

ル
ノ
ミ
ニ
シ
テ
未
ダ
此
科
ノ
設
備
ヲ
ナ
ス
ヲ
得
ズ

ル
モ
差
向
キ
営
業
者
ノ
寄
付
金
等
ヲ
以
テ
授
業
上
ノ
費
途
二
充
テ
ッ
、
ア

ナ
シ 建

築
科
特
置
ノ
件

引
率
セ
シ
メ
奈
良
縣
大
阪
府
京
都
府
静
岡
縣
へ
出
張
研
究
ヲ
ナ
サ
シ
メ
タ
ル

コ
ト
是
亦
前
年
二
同
シ

本
校
ハ
皆
通
學
ナ
ル
ヲ
以
テ
寄
宿
舎
二
開
シ
テ
ハ
申
報
ス
ヘ
キ
事
項
ナ
シ

将
来
施
設
上
重
要
卜
認
ム
ル
件「
明
治
三
十
九
年
1
大
正
二
年
度
l

報
告
と
同
文
に
つ
き
省
略
。

留
學
生
増
派
ノ
件

生
徒
質
地
研
究
費
増
額
ノ
件

〔”
鱈
戸

□ズ
咋
[
丘
紅
土
洋

□

明
治
四
十
四
年
1
大
正
二
年
度
報
一

阿
と
ほ
ぼ
同
文
に
つ
き
省
略
。

窯
真
科
本
設
置
ノ
件

鴬
真
學
ハ
欧
米
二
於
テ
ハ
一
學
科
ト
シ
テ
大
學
二
講
座
ヲ
設
ヶ
又
ハ
美
術

學
校
高
等
専
門
學
校
二
｛
鳥
真
科
ヲ
置
キ
若
ク
ハ
米
國
ガ
大
學
ヲ
設
ク
ル
ガ

如
キ
或
ハ
窯
真
研
究
所
ノ
施
設
ヲ
ナ
シ
以
テ
學
科
ノ
研
究
卜
技
術
者
ノ
養

成
二
多
大
ノ
努
カ
ヲ
ナ
ス
ノ
現
況
ナ
リ
然
ル
ニ
本
邦
ノ
宜
況
ヲ
顧
ル
ニ

斯
業
漸
ク
社
會
重
要
ノ
位
置
ヲ
占
ム
ル
ニ
至
レ
ル
ニ
拘
ラ
ス
其
従
業
者
ハ

進
歩
卜
追
随
ス
ル
ニ
難
ク
技
術
進
歩
ノ
遅
々
タ
ル
ハ
固
ョ
リ
其
所
ニ
シ
テ

従
テ
｛
島
真
技
術
家
ヲ
養
成
ス
ル
ノ
施
設
ヲ
ナ
ス
ハ
今
日
ョ
リ
急
務
ナ
ル
ハ

本
校
既
二
製
版
科
ヲ
置
カ
レ
尋
テ
臨
時
二
｛
烏
真
科
ヲ
設
ケ
ラ
レ
タ

依
リ
テ
此
際
本
校
豫

多
ク
ハ
寓
真
師
徒
弟
ノ
出
身
ニ
シ
テ
學
問
ノ
素
養
ア
ル
モ
ノ
少
ク
學
術
ノ

甲

雑
件生
徒
宜
験
ノ
資
二
供
ス
ル
ク
メ
諸
所
ノ
依
嘱
ヲ
受
ケ
製
作
二
従
事
シ
タ
ル
モ

ノ

、
中
重
モ
ナ
ル
モ
ノ
ヲ
畢
グ
レ
バ
左
ノ
如
シ

依
嘱
製
作
品
一
覧

『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
記
事
抜
粋

巻

号

年

月

日

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
十
ニ
ー
九
。

T
.
―――

・
ニ

・
ニ
八
〕

〇職員の叙位去る一月二十日付を以て、本校教授岡田秀氏は正七

位に昇叙せられ、助教授正八位長原孝太郎氏は従七位に昇叙、書記

高田松男氏もまた従七位に叙せられたり。

〇磯野書記の休職書記磯野富之助氏は、去る一月廿三日付を以て

故畠御梨片純純純器大本戴純松中

佐 孟岡銀＂ ］璧銀方央
品

竹 御紋直製 薩来菩侯停
侯 温楠製製 製爵 車
爵散公 場

銅五銀坐花花 畠香銀 壁 名

像 絵像像瓶瓶 容^模辿像慨

壼壺壼登壼 世窄壷 壼壷拾宜-L 数
ノ ‘五

艇 架艇艇差す差す個合枚合謳坪 ヰ阜

同 同同同同同同
同 同本年度前年度

年受

度託

同 同同同未竣 同同 同同同竣
工竣本

ノエ年度
別未

工 工
竣内

委員戊宮日木東福東 臨宮日鐵
辰本岡

時 内`本 依
長勤内生 縣
王 保命南

博

遠記省 一呂 八 一月 究省赤 道 嘱
規方山銅念 調度 株式會険 正 幡町

會調十

事 度字
者

眉設寮社宜職役場府
務

局寮社院
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〇
職
員
中
の
動
静

ら
れ
た
る
が
、

文
官
分
限
令
第
十
一
條
第
一
項
第
四
琥
に
依
り
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
が
、
同

氏
は
自
今
大
正
博
覧
會
美
術
部
の
嘘
託
と
し
て
、
同
會
へ
勤
務
せ
ら
る
4

こ
と

4

な
れ
り
。

0
文
庫
主
任
の
任
命
書
記
北
浦
大
介
氏
は
、
去
一
月
二
十
三
日
付
を
以
て
、

文
庫
掛
主
任
を
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

赦
授
岩
村
透
氏
は
、
藷
服
よ
り
四
國
九
州
地
方
へ
旅
行
せ

一
月
初
旬
蹄
京
せ
ら
る
。
△
数
授
黒
田
清
輝
氏
は
、
前
琥
に
も

見
え
た
る
如
く
、
厳
父
の
病
氣
を
見
舞
は
ん
た
め
、

一
月
七
日
東
京
を
出
稜
し

て
、
郷
里
鹿
兒
島
に
蹄
省
せ
ら
れ
た
る
が
、
恰
も
櫻
島
の
爆
稜
に
會
し
、
重
病

中
の
厳
父
と
共
に
避
難
し
た
る
な
ど
、
困
苦
せ
ら
れ
た
る
よ
し
な
れ
ど
も
、
又

初
め
よ
り
噴
火
及
避
難
の
買
況
等
を
も
視
察
し
得
た
る
は
、
却
つ
て
好
機
會
に

遭
遇
し
た
る
な
り
と
談
り
居
ら
れ
た
り
。
△
寺
崎

〔広
業
〕
教
授
は
一
月
初
旬

よ
り
神
戸
地
方
へ
旅
行
せ
ら
る
。
△
書
記
北
浦
大
介
氏
も
亦
一
月
初
旬
厳
父
の

病
氣
危
篤
の
報
に
接
し
、
倉
皇
郷
里
奈
一艮
へ
蹄
省
せ
ら
れ
た
る
が
、
遂
に
一
月

十
四
日
厳
父
の
遠
逝
に
會
ひ
た
る
は
、
痛
惜
察
す
べ
し
。

△
鎌
田
〔
弥
寿
治
〕

数
授
は
、

一
月
廿
六
日
の
夜
北
堂
危
篤
の
報
知
を
得
て
、
直
に
郷
里
徳
島
へ
蹄

ら
れ
た
る
が
、
幸
に
も
快
方
に
向
は
れ
た
れ
ば
、
二
月
四
日
蹄
京
せ
ら
れ
た

り
。
△
水
谷
〔
鉄
也
〕
助
数
授
は
先
頃
本
郷
罷
駒
込
神
明
町
三
十
六
番
地
へ
移

轄
せ
ら
れ
た
り
。
△
石
田

〔
英
一
〕
助
数
授
も
、

一
月
末
北
豊
島
郡
日
暮
里
町

字
日
暮
里
千

0
三
十
七
番
地
へ
轄
居
せ
ら
れ
た
り
。

〇
倶
楽
部
の
修
飾
と
増
策
本
年
本
校
の
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
祝
賀
に
開

し
、
本
校
卒
業
生
諸
氏
は
、
此
際
を
好
機
と
し
て
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
祝
賀

賛
助
會
な
る
も
の
を
組
織
し
、
本
年
を
紀
念
す
べ
き
何
物
を
か
胎
さ
ん
と
の
決

議
を
な
し
、
結
局
従
来
の
倶
楽
郡
（
今
會
議
室
と
名
づ
く
）
を
其
名
の
如
く
慎

の
倶
楽
部
に
充
用
し
得
る
様
に
修
飾
し
て
集
會
懇
話
の
場
と
な
し、

ま
た
地
方

に
あ
る
卒
業
者
上
京
の
利
便
を
も
謀
り
て
宿
泊
所
等
に
充
て
ん
と
の
希
望
を
以

て
、
新
た
に
小
使
室
平
屋
一
棟
、
二
階
建
一
棟
、
附
屈
室
等
を
連
績
建
築
す
る

の
計
聾
を
な
し
、
卒
業
生
一
同
の
賛
助
を
得
、
其
寄
附
金
を
以
て
完
成
す
る
こ

と
4

な
り
、
敷
次
の
會
合
を
重
ね
、
正
木
〔
直
彦
〕
校
長
と
も
協
議
を
遂
げ

て
、
之
に
著
手
す
る
こ
と
4

な
れ
り
と
い
ふ
。
而
し
て
又

一
方
に
於
て
は
、
本

會
も
亦
委
員
會
を
開
き
て
此
畢
を
賛
し
、
積
立
金
の
内
よ
り
金
千
五
百
圃
を
支

出
す
る
こ
と
4

な
れ
り
。
さ
れ
ば
前
述
の
従
来
の
倶
楽
部
の
修
飾
及
建
増
新
築

の
費
用
は
、
卒
業
生
の
寄
附
金
及
校
友
會
の
支
出
金
に
て
完
成
す
る
繹
に
し

て
、
卒
業
生
諸
氏
の
寄
附
金
は
一
人
―
ニ
ロ
よ
り
多
き
は
百
口
位
に
て
二
月
半

そ
の
人
員
二
百
許
に
し
て
此
の
金
額
千
圃
以
上
（
稜
起
人
の
分
は
目
下
協
議
中

な
り
と
）
の
申
込
あ
り
と
い
ふ
。
今
其
の
修
飾
建
噌
の
模
様
を
聞
く
に
、
従
来

の
倶
楽
部
は
玄
闊
を
新
築
し
、
内
部
は
天
井
、
襖
、
昼
等
を
新
た
に
調
へ
て
完

成
し
、
今
回
新
築
の
分
は
、
之
に
接
績
し
て
動
物
園
に
よ
り
た
る
方
に
増
築
す

る
筈
に
て
、
前
記
の
小
使
室
平
家
四
坪
、
二
階
家
建
坪
十
四
坪
、
附
屈
家
平
家

十
二
坪
に
し
て
、
之
に
廊
下
便
所
等
六
坪
位
な
り
と
い
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事

〔十
ニ
ー
一

0
。
T
•

三
・

三
・

ニ
八
〕

〇
職
員
近
況
嘘
託
闊
保
之
助
氏
は
、
遊
就
館
の
用
務
に

て
二
月
五
日
よ
り
四

週
間
の
見
込
に
て
、
中
國
地
方
へ

出
張
せ
ら
る
。
△
岩
村
〔
透
〕
助
教
授
は
宿

病
の
為
、

一
月
末
よ
り
引
籠
療
養
せ
ら
れ
し
が
、
三
月
初
め
快
癒
に
向
ひ
出
勤

せ
ら
る
。
△
嘱
託
闊
野
〔
貞
〕
薄
士
は
、
郷
里
越
後
に
あ
る
巌
父
の
遠
逝
の
報

に
接
し
、
二
月
廿
六
日
蹄
省
せ
ら
れ
た
り
。
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0
紀
念
倶
楽
部
の
建
築
紀
念
倶
楽
部
新
築
の
事
に
就
て
は
、
前
琥
に
も
報
し

た
る
慮
あ
り
し
が
、
此
程
地
形
も
出
来
し
た
る
を
以
て
、
三
月
初
め
い
よ
／
＼

そ
の
建
築
に
と
り
か
4

り
た
る
が
、
落
成
は
四
月
末
か
若
く
は
五
月
な
る
べ
し

と
い
ふ
。
叉
従
来
の
倶
楽
部
の
方
も
目
下
修
飾
を
急
ぎ
つ

4
あ
り
て
、
此
分
は

三
月
末
位
ま
で
に
は
竣
工
の
見
込
な
り
と
い
ふ
。

〇
卒
業
式
紀
念
式
の

日
取
例
年
の
本
校
卒
業
式
は
、
三
月
二
十
九
日
の
午
後

撃
行
す
る
こ
と
4

な
り
居
れ
る
が
、
本
年
は
開
校
満
廿
五
年
紀
念
式
も
行
ひ
、

且
つ
展
覧
會
を
も
催
す
こ
と
な
れ
ば
、
そ
の
都
合
上
四
月
に
入
り
て
之
を
畢
行

す
る
こ
と
と
な
れ
り
。
即
ち
四
月
二
日
午
後
一
時
よ
り
卒
業
式
を
學
行
し
、
同

二
時
頃
よ
り
は
紀
念
祝
賀
式
新
築
落
成
披
露
式
等
を
行
ひ
、
式
後
に
於
て
招
待

諸
賓
に
展
覧
會
の
観
覧
を
乞
ふ
こ
と
4

な
し
、

一
般
の
観
覧
は
四
月
三
日
よ
り

五
日
迄
と
内
定
し
た
り
。
又
展
覧
會
場
と
し
て
は
、
美
術
部
校
舎
の
階
上
階
下

及
煉
瓦
造
建
物
の
全
部
を
以
て
之
れ
に
充
て
、
開
校
以
来
の
卒
業
製
作
及
本
年

の
卒
業
製
作
と
、
本
校
所
蔵
参
考
品
の
大
部
分
を
陳
列
し
、
場
合
に
よ
り
て
は

工
褻
部
を
も
會
場
に
充
て
、
エ
藝
各
科
の
生
徒
成
績
等
を
陳
列
す
る
や
に
博
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
ニ
―
-
|
-
。
T
•

三
•

五
•

三
一
〕

0
岩
村
〔
透
〕
数
投
の
休
職
と
渡
厭
岩
村
教
授
は
一
―
―
月
三
十
日
付
を
以
て
、

文
官
分
限
令
第
十
一
條
第
一
項
第
四
琥
に
よ
り
て
休
職
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
が
、

四
月
八
日
東
京
を
出
稜
し
、
同
十
一
日
紳
戸
よ
り
乗
船
、
向
ふ
一
ヶ
年
間
の
豫

定
に
て
、
臥
米
に
向
ひ
て
渡
航
の
途
に
上
ら
れ
た
り
。

0
久
米
〔
桂
一
郎
〕
教
授
の
昇
叙
久
米
教
授
は
去
る
三
月
三
十
日
付
に
て
、

正
五
位
に
叙
せ
ら
れ
た
り
。

同 同 同 同 本
科

齋
藤
敬
一
郎

寺

門

祐

之

立
野
甚
一

石

川

廣

助

根

岸

庄

助

日

本

聾

科

富
山
縣
平
民

0
大
正
博
の
審
査
官
本
校
職
員
中
左
の
諸
氏
は
四
月
十
五
日
付
に
て
、
何
れ

も
東
京
大
正
博
覧
會
審
査
官
を
闊
託
せ
ら
れ
た
り
。

教
授
高
村
光
雲
△
同
黒
田
消
輝
△
同
竹
内
久
一
△
同
海
野
勝
瑕
△
同
岡
田
三

郎
助
△
同
和
田
英
作
△
同
大
澤
一
＿
一
之
助
△
同
海
野
美
盛
△
同
白
山
幅
松
△
同

寺
崎
廣
業
△
同
古
宇
田
買
△
同
白
井
保
次
郎
△
同
島
田
佳
突
△
同
櫻
岡
三
四

郎
△
同
小
堀
靭
―音
△
同
藤
島
武
二
△
暖
託
岡
田
信
一
郎
（
以
上
十
七
氏
）

0
第
二
十
三
回
卒
業
證
書
授
典
式
本
校
第
二
十――
―
回
卒
業
證
書
授
典
式
は
、

〔
ら
れ
〕

四
月
二
日
午
後
一
時
よ
り
畢
行
せ
れ
た
り
。
例
年
は
三
月
二
十
九
日
を
以
て
式

日
と
せ
ら
る
れ
ど
も
、
本
年
は
開
校
満
二
十
五
年
紀
念
式
及
展
覧
會
等
の
開
係

よ
り
、
四
月
に
入
り
て
畢
行
せ
ら
れ
た
る
な
り
。
式
場
は
例
に
よ
り
て
講
堂
を

以
て
之
に
充
て
、
各
所
来
賓
、
卒
業
生
来
賓
、
本
校
職
員
、
卒
業
生
の
著
席
す

る
や
、
正
木
〔
直
彦
〕
學
校
長
は
式
僻
に
引
績
き
て
、
各
本
科
生
七
十
人
撰
科

生
十
三
人
計
八
十
三
人
に
順
次
卒
業
證
書
を
授
興
せ
ら
れ
、
尋
で
卒
業
生
に
封

し
て
告
辟
を
陳
べ
ら
れ
、
次
に
文
部
大
臣
代
理
丸
山
文
部
督
學
官
は
、
文
部
大

臣
の
訓
辟
を
朗
讀
せ
ら
れ
、
卒
業
生
総
代
圏
案
科
木
村
得
三
郎
氏
の
答
辟
あ
り

て
式
を
終
り
、
職
員
卒
業
生
は
紀
念
撮
影
を
な
し
た
り
。
卒
業
生
姓
名
、
文
部

大
臣
訓
辟
、
卒
業
生
答
辟
等
は
左
の
如
し
。

卒
業
生
姓
名

(
O
印
は
数
員
志
望
者
）

東
京
府
平
民

茨
城
縣
平
民

茨
城
縣
平
民

埼
玉
縣
平
民
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同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 同 本
科

小
林
長
崎
伊
藤

鼎
克
己
了
恵

岩
手
縣
平
民

石
川
縣
平
民

同 同 同

畠
山

直
造
富
雄
篤
敬
宗
胤
秋
夫

同

平
田

東
京
府
士
族

秋
田
縣
平
民

東
京
府
平
民

同

久
保

同

0
岡
見

↓
 

本

和
圏

按

神
奈
川
縣
平
民

科

森
脇

〇
浅
井

0
近
藤

0
藤
田
小
出
遠
山

0
三
浦
森
島

艮
勲

愛
知
縣
平
民

東
京
府
平
民

東
京
府
平
民

山
口
縣
平
民

科
安
藤
喜
八
郎

木
村
得
三
郎

飯

野

員

悟

松

本

末

男

伊

藤

豊

0
藤
村
彦
四
郎

板

倉

勝

磨

宮
城
縣
士
族

稲
島
縣
平
民

東
京
府
士
族

愛
知
縣
平
民

佐
賀
縣
平
民

東
京
府
平
民

同

五楢
郎重遜

輻
岡
縣
士
族

同

鋸
久
信
助

同

長
壽

東
京
府
士
族

佐
賀
縣
平
民

大
阪
府
平
民

三
浦
藤
田
渡
邊

東
京
府
平
民

静
岡
縣
平
民

東
京
府
平
民

愛
媛
縣
平
民

同

芳
男

撰

科

忠
政
蔵

島
根
縣
平
民

鳥
取
縣
士
族

栃
木
縣
平
民

兵
庫
縣
平
民

同 同

岡

崎

朋

邦

幸
崎
伊
次
郎

川
島

鼎

三

熊
澤
熊
太
郎

横

江

嘉

純

石
川
縣
平
民

西

洋

霊

同

同

岡
田

清

同

同

精
一

石
本
光
太
郎

富
山
縣
士
族

東
京
府
平
民

栃
木
縣
平
民

本

科

同

龍平
井

彫

刻

科
林河
村

弘
健
市

撰

科

研

〇
丹
羽
善
五
郎

信
五
郎

東
京
府
平
民

同

本

科

群
馬
縣
平
民

本

科

亮
英

〇
兒
玉
直
之
助

同

0
中
島

静
岡
縣
平
民

同

秀
男

同 同

0
佐
藤
悠
次
郎

0
-
―

一

宮

恒

新
潟
縣
士
族

新
潟
縣
平
民

同

服楠原
部本

詔
光

同

山
田

質

茨
城
縣
平
民

富
山
縣
士
族

和
歌
山
縣
平
民

三
重
縣
平
民

秋
田
縣
平
民

廣
島
縣
士
族

岐
阜
縣
平
民

富
山
縣
平
民
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撰

科

横
山

尾
川
藤
十
郎

小

林

長

太

塚

田

清

吉

宮

崎

確

宮
森
正
三
郎

太
田
政
太
郎
貞
通

長
野
縣
平
民

八
五

一
四

香
川
縣
平
民

師漆錨

計範

科科科

一
八

二

0
七
〇

北
海
道
平
民

工

四

， 
ノ‘

熊
本
縣
士
族

造

茨
城
縣
平
民

金

工

科

長
崎
縣
平
民

岡

圏
霊
師
範
科

宮
城
縣
平
民

群
馬
縣
平
民

芝
山
蓮
花
増
川
相
崎

茂
吉

日

本

聾

科

西

洋

聾

科

彫

刻

科

科

按

， 
/‘ 

八

五

五

二
五

二
0

同

金

松

石

川

縣

平

民

科

同

宗

同 同

西
村

科
石

崎

誠

二

五
十
嵐
三
次

河

野

順

一
清
次

大
分
縣
士
族

茨
城
縣
平
民

東
京
府
平
民

千
葉
縣
平
民

東
京
府
士
族

富
山
縣
平
民

富
山
縣
平
民

東
京
府
平
民

富
山
縣
平
民

富
山
縣
平
民

同 本

科
漆

工

本

科

敏
彦

錨

造

同

渡
邊

科

同

〇
専
頭
憲
太
郎

科
大

森

俊

治

近

藤

岩

太

村
田
延
之
助
健
吉

生
架
庸
夫
信
敏

中
島
幾
次
郎

田

中

卓

爾

本

間

忠

三

那

須

義

美

中

堀

愛

作

有

馬

廣

厚

卒
業
生
科
別
人
員
比
較

昨
年
の

本
科
生
一
九

名

胃同
四生上

本
年
の

本
科
生九

接
待

平
岡
西
銘

撰

科

香
川
縣
平
民

本

科
金

工

同

高
橋
久
保
木
南
三
千

大
脇

朝 房
雄

宮
城
縣
平
民

羅
井
縣
平
民

兵
庫
縣
平
民

岐
阜
縣
平
民

沖
縄
縣
士
族

青
森
縣
士
族

熊
本
縣
士
族

埼
玉
縣
平
民

静
岡
縣
平
民

山
形
縣
平
民

山
形
縣
平
民

岡
山
縣
士
族

福
岡
縣
士
族

五
讐
四生上
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美
術
の
世
道
人
心
に
関
す
る
や
大
な
り
。
翌
酋
に
昭
代
文
明
の
英
華
た
る
の
み
な
ら

ん
や
。
東
京
美
術
學
校
卒
業
生
諸
子
、
今
や
校
門
を
辟
し
、
新
進
の
藝
術
家
と
し
て

賂
に
社
會
に
立
た
ん
と
す
。
粟
は
く
ば
諸
子
其
の
抱
負
を
高
大
に
し
、
其
の
用
意
を

穎
密
に
し、

技
術
徳
性
併
せ
研
き
て
、
将
来
に
大
成
せ
ん
こ
と
を
期
せ
よ
。

若
夫
れ
教
育
の
任
に
嘗
る
も
の
は
公
務
を
奉
ず
る
こ
と
忠
賞
に
生
徒
を
導
く
こ
と
梱

切
に
、
獨
り
技
藝
の
師
た
る
の
み
な
ら
ず
、
人
格
徳
操
に
於
て
も
、
亦
衆
生
に
範
た

ら
ん

こ
と
を
努
め
よ
。
一

言
婆
む
所
を
認
げ
て
祝
辞
と
す
。

大
正
三
年
四
月
二
日

卒
業
生
答
辟

維
時
大
正
三
年
四
月
二
日
、
春
風
馳
蕩
と
し
て
櫻
花
賂
に
爛
慢
た
ら
ん
と
す
。
加
ふ

る
に
大
正
博
覧
會
の
開
催
す
る
あ
り
て
、

一
代
の
精
華
は
學
げ
て
東
壷
の
天
地
に
網

羅
せ
ら
る
4

の
壮
観
を
呈
す
。
此
の
千
歳
一
遇
の
佳
辰
に
常
り
、
本
校
第
二
十
三
回

卒
業
證
古
授
典
の
盛
典
を
畢
行
せ
ら
れ
、
文
部
大
臣
閣
下
を
始
め
と
し
、
朝
野
諸
名

士
の
臨
席
を
犀
う
し
、
特
に
懇
篤
な
る
諭
辞
を
賜
は
る
。

生
等
の
光
榮
何
も
の
か
之
に
如
か
ん
。

顧
ふ
に
生
等
本
校
に
學
ぶ
こ
と
既
に
五
星
霜
、
其
の
間
各
々
志
す
所
に
従
ふ
て
藝
術

の
一
端
を
學
び
、
故
に
其
の
業
を
卒
へ

、
併
せ
て
将
来
を
身
を
立
つ
る
の
基
礎
を
確

定
し
得
る
に
至
り
た
る
は
、
之
れ
偏
に
學
校
長
諸
先
生
の
教
訓
指
磁
の
賜
に
外
な
ら

す、

登
感
侃
の
至
り
に
堪
へ
ざ
ら
ん
や
。

然
り
而
し
て
美
術
の
事
た
る
や
、
元
と
天
才
と
錬
磨
と
に
待
っ
こ
と
多
く
、
其
の
成

功
を
見
る
の
期
は
、
百
般
の
學
業
に
比
し
て
極
め
て
迎
き
も
の
あ
り
、
生
等
今
僅
か

に
技
術
の
初
歩
楷
梯
を
學
び
得
た
り
と
雖
も
、
前
程
を
望
め
ば
猶
遼
遠
に
し
て
、
其

の
濫
奥
を
究
め
ん
と
す
る
に
於
て
は
、
員
に
畢
生
の
努
力
を
要
す
、
今
日
の
小
成
に

文
部
大
臣
訓
辟

文

部

大

臣

大

岡

育

造

龍
居
北
村

寛

永

石

川

平

雄

岳

石

川

平

昌
吉

東
京
平

静
岡
平

九
里

泉
二
郎
骰
一
厚
博

新
潟
士

犬
童
井
上
番
匠

竹
田
森

高
知
士

義
一
秀
邦
恒
也

鹿
兒
島
士

千
葉
平

静
岡
士

堅

栃

木

平

小
倉
和
一
郎

菅
野

宮
城
士

東
京
平

畑村
上
大
貫
石
井

保
之
友
一

富
山
平

東
京
士

豫
備
科
（
日
本
證
科
志
婆
）

古

谷

忠

夫

漆
原
啓
之
助
寅
＝
―

菊
池

東
京
平

律

太

岡

山
平

香
川
平

谷藤
原

山
形
士

山
口
士

大
正
三
年
四
月
二
日

岡
田

忠
邦公

香
川
平

東
京
美
術
學
校
第
二
十
三
回
卒
業
生
穂
代

0
新
入
學
生
本
年
の
入
學
志
願
者
選
抜
試
験
は
例
年
の
如
く
、
三
月
三
十
日

よ
り
始
め
四
月
一

日
各
科
と
も
終
り
を
告
げ
、
同
月
七
日
に
至
り
て
官
報
を
以

て
、
入
學
許
可
者
の
人
名
を
稜
表
せ
ら
れ
た
り
。
其
科
別
人
名
人
員
比
較
等
左

の
如
し
。

木
村
得
三
郎

安
ん
ず
る
こ
と
な
く
、
将
来
の
萬
難
に
屈
す
る

こ
と
な
く
、
盆
奮
動
研
鑽
を
重
ね
て

大
成
の
域
に
進
み
、
以
て
大
正
理
代
の
斯
道
に
貢
猷
し
、
本
校
の
名
咎
を
装
揚
し
て

高
恩
に
酬
ひ
、
延
い
て
は
國
運
興
隆
の
一
助
た
ら
ん

こ
と
を
期
せ
ん
。

若
し
夫
れ
教
育
に
従
事
す
る
も
の
に
あ
り
て
は
、
本
校
数
投
の
趣
旨
に
法
り
、
誠
惹

忠
宜
其
職
に
盛
し
て
子
弟
を
数
森
し
、
且
社
會
に
於
け
る
高
尚
な
る
美
術
思
想
の
普

及
を
計
り
、
以
て
國
家
の
豫
期
す
る
所
に
悴
る
な
か
ら
ん
こ
と
を
期
す
。
聯
か
蕪
辞

を
述
ぺ
て
答
辟
と
な
す
。
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井
上

襄

兵

庫

士

平
岡

治
文
寛
之

廣
島
士

豫
備
科
（
彫
刻
科
塑
造
部
志
笙
）

川

邊

繁

蔵

埼

玉

平

福

田

朝

香

謙

稗
奈
川
平

島
村

高
知
士

成
田
平
野

岩
手
平

愛
媛
士

松
田
福
澤

樅
六
健
一

石
川
平

富
山
平

正

香
川
平

平
田
錦
一
―
―
東
京
平

植

木

辰

夫

岡
部
敬
之
助

栃
木
平

岡

田

富

蔵

東

京

平

山
口
士

七

神
谷
頓

野

保

彦

島

崎

敏

夫

吉
岡
貫
一
郎

阿

川

徹

照

澤

枝

重

雄

清
水
臨
太
郎

野

口

六

蔵

小
野
麟
之
助

宮
原

鹿
兒
島
平

杉

浦

哲

北
海
道
平

水

平

誰

秋

田

士

愛
知
平

吉

井

勇

香

川

平

小
原
石
井
高
橋
渉
之
介

有

光

健

治

山
口
平

長
崎
平

豫
備
科
（
金
工
科
志
笙
）

久

松

協

東

京

華

井

閥

知

温

鳥

取

平

豫
備
科
（
躊
造
科
志
差
）

本

間

幸

平

栃

木

平

豫
備
科
（
漆
工
科
志
望
）

隆
吉
清
吾

新
潟
平

廣
島
平

廣
島
平

宮
城
平

北
海
道
平

石
川
平

石
川
士

俊
造勝

須
永
美
佐
雄

西

村

叡

武

井

武

雄璽―
―整

鳥
取
士

山
口
平

石
川
平

林藤
崎

福
岡
平

島
田

面
井
平

宮
城
平

長
野
平

岐
阜
平

長
野
平

北
海
道
平

富
山
士

宮
城
平

神
奈
川
平

山
口
士

阪

東
京
平

埼
玉
平

栃
木
平

万
吉

愛
知
平

開

茨
城
士

吉
岡
吉
太
郎

山

田

猷

伊
澤
睛
太
郎

松
田
長
次
郎
邁
象
清
一

石
川
平

藤
谷
宮
坂

長
野
平

太

田

勝

二

東

京

平

廣
島
平

里
見

京
都
平

鈴
木
高
橋

篤清 文
治一蝋齊雄

石
川
平

守

通

狩

野

政

次

郎

員

一

望

月

豫
備
科
（
西
洋
聾
科
志
望
）

井

澤

龍

海

薦

立

齋

藤

廓

大

内

大

津

逸

次
勝
蔵

香
川
士

恵
三

豫
備
科
（
圏
按
科
志
望
）

敬
信

秀
太
郎

竹

林

義

一

応
川
〕
一
＿
一
樹

中
川
文
太
郎

北

久

衛

高

杉

正

質

笹
野

大
阪
平

茨
城
平

熊
本
平

中
山

岡
山
士

和
歌
山
平

東
京
平

正
美

香
川
平

長
崎
士

宮
城
平

博

次

富

山

平

柳
澤

長
野
平

尚

山
梨
平

呉

東
京
士

春

雄

茨

城

士

吉
田

石
川
士

和
歌
山
士

野
口

盆

本
牧

睾

―

―

安

藤

豫
備
科
（
彫
刻
科
木
彫
部
志
望
）

杉

峰

幹

雄

山

口

平

戸

田

秦

紹
世

池
田
卯
之
助

豫
備
科
（
彫
刻
科
牙
彫
郡
志
望
）

紳

奈

川

平

応

喧

増

治

富
山
平

鎌
野

石
川
平

太

一

神

奈

川

士
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本

科

西

洋

科

彫
刻
科
（
塑
）

日

1
0五

九

一
四

1
0
 

同

（
同

ヽ

野

員

二
五

1
0八

ニ
四

同

飯齋

藤

入
學
志
願
者
及
許
可
者
比
較
表

昨

年

の

同

上

志

願

者

許

可

者

二

七

ニ

ニ

聾聾

本

年

の

同

上

志

願

者

許

可

者

四
0

二
四

同

（同
、
撰）

（
圏
、
本
）

浦

佳長

悟蔵寿

志
笙
科
別

同

（
同

＼ 

幸

崎

同

谷

同

（
同

、一

中小

林

伊宏克
次
郎運 己

の
笹
野
恵
三
は
四
月
十
日
に
同
竹
内
増
治
は
四
月
十
五
日
に
入
學
を
許
さ
れ
た

る
も
の
な
り
。

同

（同

ヽ

原

刀
口
-l
=-
E
I
 

同

（
同

ヽ

長

崎

了

備
考

吉
雄

以
上
の
中
、
西
洋
聾
科
の
岡
部
敬
之
助
、
岡
田
富
蔵
、
彫
刻
科
（
牙
彫
郡
）

同

（
同

‘-ノ

平

田

宗

半
田
篠
崎
松
太
郎

長
島
平

高
橋

岩
手
士

同

（
同

、一

久

保

光恵胤敬

一
雄

炭
島
平

片

岡

憲

輔

福

岡

平

同

（
同

、ーノ

岡

見

篤富

太

田

留

雄

福
島
士

石
野

修熙連幸正
隆三治象恵雄

岐
阜
士

同

（
同

、一

井

政

雄蔵

業
場

義
之
恵
一
政
範繁

秀
賢
基
宜

山
梨
平

吉
岡

千
葉
平

四

月

九

日

浅森

脇

忠

兼
子

茨
城
士

坪
田

輻
井
平

三
森
久
保

群
馬
平

秋
田
士

諸
橋

新
涅
平

鳥
取
平

輻
田

廣
島
平

松
岡
宮
本

奈
艮
平

岡
聾
師
範
科
第
一
年
級

義
明
貞
明
左
文

三
重
士

二
五
二

範計

―

二

六

〇
研
究
科
入
學
と
再
入
學
左
の
諸
氏
は
各
頭
書
の
日
を
以
て
、
各
研
究
科
入

學
、
並
に
再
入
學
を
許
可
せ
ら
れ
た
り
。

研
究
科
入
學

（西
、
本
）

（彫
、
本）

ロ
二
七
二

松大早林
田迎 ）II

愛
知
士

神
田
曾

野

勝

巳

長
澤
喜
久
治

辰
野
源
太
郎

長
野
平

師

科

五
五

一
八

五

ニ
四

兵
庫
平

京
都
平

漆

工

科科科科

1
0
 

八

九

八

茨
城
士

錨

造

四

和
歌
山
平

義
富

山
梨
平

金

工

五

四

八

四

繭

案

―10
 

辻北
森

角

二

富

山

平

正

作

香

川

平

池

組

文

次

奥

井

直

義

富
山
平

同

新
潟
平

同

（
木
）
（牙）

゜
゜
七

五
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備
考

四
月

同

（日
、
撰
二
へ
）

（日
、
四

へ

）

恕

（西
、
本
）
は
西
洋
盟
本
科
研
究
科
の
入
辱
な
り
。
餘
は
之
に
傲
ふ
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
三
ー
ニ
。

〇
職
員
の
近
況
本
年
一
月
以
来
病
氣
療
投
中
な
り
し
、
本
校
隔
託
大
島
勝
次

郎
氏
は
、
此
程
漸
く
快
癒
せ
ら
れ
た
れ
ば
、
六
月
三
日
よ
り
出
勤
せ
ら
れ
た

り
。
△
石
田
〔
英
一
〕
助
数
授
も
前
琥
に
記
す
如
く
病
氣
中
な
り
し
が
、
是
亦

幸
に
快
癒
に
向
は
れ
た
る
を
以
て
、
過
般
束
伊
豆
山
湯
河
原
等
に
轄
地
療
養
中

な
り
し
が
、
此
程
蹄
京
、
六
月
九
日
よ
り
登
校
せ
ら
れ
た
り
。
△
本
校
臨
時
雇

た
り
し
吉
本
吉
右
衛
門
、
杉
浦
青
治
の
雨
氏
は
、
何
れ
も
五
月
二
十
日
、

雇
申

付
け
ら
れ
た
り
。

〇
倶
楽
部
の
修
飾
工
事
及
新
築
兼
て
隈
々
本
誌
に
記
し
た
る
従
来
の
倶
楽
部

の
修
飾
及
卒
業
生
賛
助
會
の
新
築
倶
楽
部
は
、
共
に
其
工
事
大
に
進
捗
し
、
従
来

一
日
再

入

學

（日
、
本）

（同
、
撰）

（
圏
、
本
）

安龍齋増蓮

T
.

-―
-•
六
．

―
―1
0〕

洞

家

佐

取

輝

四
月
十
一
＿
一
日

藤

四

月

十

日

同

（同

、-

藤川

松

敬
一
郎

信
五
郎

喜
八
郎

金

同

（同

ヽ

花

宗

同

（同

ヽ

芝

山

清

同

（同

ヽ

石五
十
嵐

三誠

次次

同

（漆
、
本）

崎

の
倶
楽
部
の
方
は
、
玄
開
の
改
造
、
天
井
、
長
押
、
欄
間
、

障
子
等
の
新
調
な

ど
、
そ
れ
人
＼
竣
成
し
、
今
後
は
畳
敷
物
等
の
設
備
を
残
す
の
み
と
な
れ
り
。

ま
た
卒
業
生
賛
助
會
に
て
記
念
新
築
の
二
階
建
の
方
は
、
兼
て
設
計
の
綸
圏
面

に
よ
り
て
、
着
々
工
事
を
急
が
れ
し
が
、
是
亦
漸
く
此
程
竣
成
を
告
げ
、
性
建

具
等
も
完
成
し
て
な
か
な
か
立
振
に
出
来
上
り
た
り
。
さ
れ
ば
此
建
物
の
方

も
、
今
後
は
諸
器
具
の
設
備
さ
へ
整
は
ゞ
、
使
用
す
る
を
得
る
ま
で
に
至
り
た

れ
ば
、
委
員
諸
氏
は
着
々
そ
れ
等
に
就
い
て
手
筈
を
な
し
つ

4
あ
り
と
い
ふ
。

0
記
念
植
樹
會
兼
て
痰
表
せ
ら
れ
た
る
同
會
も
ま
た
諸
氏
の
賛
助
に
よ
り

て
、
多
敷
の
苗
木
を
得
た
る
を
以
て
、
本
校
構
内
の
各
所
に
之
を
植
ゑ
付
け
た

り

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
三
ー
三
。

T
.

-―
-•
七
・
三
一
〕

0
小
林
留
學
生
蹄
朝
文
部
省
留
學
生
た
る
本
校
助
教
授
小
林
萬
吾
氏
は
、
久

し
く
歌
洲
に
留
學
し
て
西
洋
蓋
研
究
中
な
り
し
が
、
去
る
六
月
＝
―
日
無
事
蹄
朝

せ
ら
れ
た
り
。

0
臨
博
の
評
議
員
正
木
〔
直
彦
〕
本
校
長
は
、
六
月
二
十
三
日
付
を
以
て
、

臨
時
博
覧
會
評
議
員
を
仰
せ
付
け
ら
れ
た
り
。

0
寺
崎
教
授
の
叙
勲
数
授
寺
崎
廣
業
氏
は
、
六
月
二
十
九
日
勲
六
等
に
叙

し
、
瑞
賓
賞
を
授
け
ら
れ
た
り
。

0
書
記
の
新
任
本
校
雇
中
澤
治
之
助
氏
は
、
六
月
―
―
-
＋
日
付
を
以
て
、
本
校

書
記
に
任
ぜ
ら
れ
、
故
の
如
く
會
計
掛
を
命
ぜ
ら
る
。

〇
閥
野
嘘
託
の
留
學
本
校
隅
託
閥
野
貞
氏
は
、
建
築
史
研
究
の
た
め
、
満
二

ケ
年
間
英
國
佛
國
及
伊
園
へ
留
學
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
が
、
多
分
束
年
一
月
に
至

り
て
、
本
邦
出
焚
の
事
に
な
る
べ
し
と
い
ふ
。
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〇
轄
任
の
諸
氏

教
授
大
澤
三
之
助
氏
は
八
月
十
二
日
、
宮
内
技
師
（
高
等
官

七
月
十
九
日
は

昭
憲
皇
太
后
御
百
日
祭
に

0
白
濱
〔
徴
〕
数
授
の
出
張

付
、
文
部
省
部
内
の
奏
任
官
練
代
と
し
て
同
氏
出
張
の
こ
と
と
な
り
た
る
を
以

て
、
往
復
五
日
の
見
込
に
て
、
七
月
十
七
日
出
焚
、
伏
見
桃
山
へ
向
は
る
。

〇
職
員
の
近
況
去
る
四
月
欧
洲
へ
向
ひ
て
出
焚
せ
ら
れ
た
る
岩
村
〔
透
〕
休

職
教
授
は
、
五
月
二
十
八
日
無
事
巴
里
に
到
着
せ
ら
れ
た
る
よ
し
。

△
島
田

〔
佳
突
〕
教
授
は
例
年
の
如
く
、
本
年
も
ま
た
八
月
一
日
よ
り
九
月
初
旬
に
渉

り
て
、
山
形
縣
下
に
於
け
る
夏
期
講
習
會
に
出
張
せ
ら
る
べ
し
と
。
△
文
庫
掛

の
荒
木
榮
治
氏
は
、
今
般
養
子
縁
組
に
よ
り
て
「
小
泉
」
と
改
姓
せ
ら
れ
、
下

谷
展
谷
中
天
王
寺
町
二
三
へ
移
轄
せ
ら
る
。
△
嘱
託
大
島
勝
次
郎
氏
は
、
此
程

田
端
三
百
四
十
番
地
に
轄
居
せ
ら
る
。
△
数
授
海
野
美
盛
氏
は
、
七
月
廿
五
日

よ
り
八
月
中
旬
迄
、
昨
年
の
例
に
よ
り
、
鹿
兒
島
市
主
催
の
講
習
會
講
師
と
し

て
出
張
せ
ら
る
べ
し
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
三
ー
四
。

T
•

三
・

九
・

三
〇
〕

〇
審
査
委
員
の
任
命
と
嘱
託
本
年
秋
季
に
開
か
る
4
第
八
回
の
文
部
省
美
術

展
覧
會
に
於
け
る
美
術
審
査
委
員
會
委
員
と
し
て
、
去
る
八
月
十
一
日
付
を
以

て
、
本
校
教
授
中
任
命
を
見
た
る
は
、
高
村
光
雲
氏
は
第
三
郡
主
任
を
、
寺
崎

廣
業
、
小
堀
靭
―＝目
の
雨
氏
は
第
一
部
員
を
、
黒
田
消
輝
、
岡
田
三
郎
助
、
和
田

英
作
、
藤
島
武
二
の
四
氏
は
第
二
部
員
を
、
白
井
保
次
郎
氏
は
第
三
部
員
を
命

ぜ
ら
れ
、
叉
八
月
二
十
五
日
付
を
以
て
、
學
校
長
正
木
直
彦
氏
並
に
教
授
中
海

野
（
勝
瑕
）
、
岡
田
（
三
郎
助
）
、
島
田
〔
佳
突
〕
の
三
氏
は
、
第
二
回
岡
案
及

應
用
作
品
展
覧
會
審
査
委
員
を
嘱
託
せ
ら
れ
た
り
。

三
等
）
に
榮
轄
し
、
内
匠
寮
勤
務
を
命
ぜ
ら
れ
、
助
教
授
黒
岩
倉
吉
氏
は
、
同

月
二
十
八
日
大
阪
府
立
職
工
學
校
敦
諭
に
榮
轄
せ
ら
れ
た
り
。

〇
演
習
及
充
員
召
集
雇
助
手
篠
田
十
一
郎
氏
は
、
演
習
の
た
め
八
月
二
十
五

日
よ
り
三
週
間
歩
兵
第
六
十
八
聯
隊
へ
召
集
せ
ら
れ
、
助
教
授
石
田
英
一
氏

は
、
同
月
二
十
日
、
時
局
の
た
め
、
充
員
召
集
に
應
じ
、
久
留
米
歩
兵
第
五
十

六
聯
隊
へ
入
隊
せ
ら
れ
た
り
。

〇
雇
員
の
移
動
本
年
本
校
圏
案
科
卒
業
生
安
藤
喜
八
郎
氏
は
、
八
月
二
十
六

日
本
校
雇
（
園
案
科
助
手
）
を
命
ぜ
ら
れ
、
雇
文
庫
掛
安
井
匡
雄
氏
は
、
同
日

依
願
解
雇
せ
ら
れ
、
同
月
二
十
七
日
板
橋
進
氏
は
臨
時
雇
（
文
庫
掛
）
を
命
ぜ

ら
れ
た
り
。

0
出
張
の
諸
氏
玉
田
〔
文
作
〕
助
数
授
、
羽
田
〔
禎
之
進
〕
隅
託
、
高
田

〔
松
男
〕
書
記
の
三
氏
は
、
七
月
よ
り
八
月
に
亘
り
、
相
前
後
し
て
静
岡
縣
下

へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
往
復
し
、
助
数
授
小
場
恒
吉
氏
は
、
學
術
研
究
の
た
め

九
月
二
日
よ
り
朝
鮮
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
て
出
登
し
た
り
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
数
授
海
野
（
美
盛
）
氏
は
、
七
月
末
よ
り
、
鹿
兒
島
市

の
金
工
講
習
會
講
師
と
し
て
、
同
地
へ
招
聘
せ
ら
れ
、
数
授
島
田
佳
突
氏
は
、

例
に
よ
り
て
、
八
月
二
日
よ
り
九
月
に
跨
り
て
、
山
形
縣
下
圏
案
講
習
會
講
師

と
し
て
、
同
縣
よ
り
啜
託
に
付
出
張
せ
ら
れ
た
り
。
△
雇
安
井
匡
雄
氏
は
七
月

初
旬
母
堂
を
喪
は
れ
、
助
数
授
玉
田
文
作
氏
も
八
月
中
旬
母
堂
の
喪
に
丁
り
、

書
記
噌
井
兼
吉
氏
も
八
月
下
旬
そ
の
令
姉
の
遠
逝
に
遭
遇
せ
ら
る
。
△
助
数
授

石
田
英
一
氏
の
留
守
宅
に
て
は
、
先
頃
日
暮
里
町
元
金
杉
百
九
十
六
番
地
へ
轄

居
せ
ら
れ
、
雇
三
浦
鋤
三
郎
氏
は
芝
罷
白
金
三
光
町
八
十
八
番
地
へ
移
轄
せ
ら

る。0
生
徒
の
卒
業

錨
造
科
卒
業
期
た
る
常
木
庄
蔵
氏
は
、
去
る
三
月
卒
業
試
験
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竹齋黒

村 藤

の
際
事
故
延
期
の
虞
、
去
る
七
月
二
日
卒
業
せ
ら
る
。

0
本
學
年
の
特
待
生
學
業
品
行
共
に
優
等
の
廉
に
よ
り
、
本
學
年
の
特
待
生

に
選
定
せ
ら
れ
た
る
は
、
左
の
諸
氏
な
り
。

善
次
郎
（
日

一）

素
彦
（
西
一
）

豊
（
西
三
）

康
雄
（
西
四
）

外
次
郎
（
彫
三
）

〔靖
〕
清
（
圏
一
）

三
（
圏
一
―
-
）

林

威

高

梨

静

治

（

金

二

）

0
前
學
年
の
精
勤
者
前
學
年
中
、
學
業
に
精
動
し
た
る
廉
を
以
て
、
精
勤
賞

状
を
授
典
せ
ら
れ
た
る
諸
氏
左
の
如
し
。

（治）

豊
次
（
彫
撰
三
）

龍
太
郎
（
金
撰
三
）

猛
（
漆
一
）

0
本
校
學
科
目
改
正
東
京
高
等
工
業
學
校
の
工
業
圏
案
科
（
製
版
特
修
の
生

徒
も
含
む
）
は
、
同
校
規
程
中
よ
り
削
除
せ
ら
れ
、
本
校
に
其
生
徒
の
数
育
を

託
せ
ら
る
4

こ
と
A

な
り
た
る
が
、
従
来
一
方
に
於
て
は
、
本
校
圏
案
科
は
エ

藝
圏
案
と
建
築
圏
案
と
分
立
せ
し
め
ん
宿
望
あ
り
、
猶
窯
員
製
版
科
を
も
増
設

の
内
議
あ
り
た
る
際
な
る
を
以
て
、
本
校
の
圏
案
科
は
此
際
に
於
て
第
一
部

（
エ
藝
圏
案
）
第
二
部
（
建
築
圏
案
）
に
分
る
4

こ
と
4

な
り
、
叉
製
版
科
を
も
増

設
す
る
こ
と
4

な
り
た
れ
ば
、
九
月
五
日
の
官
報
に
於
て
、
文
部
省
令
第
二
十

五
琥
及
第
二
十
七
琥
を
以
て
、
東
京
高
等
工
業
學
校
規
則
中
よ
り
工
業
圏
案
科

山

崎

田

高

木

大

菊
太
郎
（
彫
撰
三
）

敬
正
（
金
撰
四
）

石

浅野

雨 及

道

平
（
躙
二
）

廉
（
圏
四
）

田 JI I 

名

越

lJ ヽ 山

泉崎

高北木飯富

野澤須原村塚 田

賢
太
郎
（
日
四
）

章

三

（
西
二
）

圭
三
（
西
三
）

鹿
次
郎
（
彫
二
）

俊
彦
（
彫
四
）

（
製
版
特
修
を
も
含
む
）
を
削
り
、
現
に
同
科
に
在
學
す
る
生
徒
の
卒
業
ま
で

は
其
科
を
存
置
し
て
、
現
在
同
科
の
本
科
生
徒
五
十
四
人
撰
科
生
徒
十
―
―
―
人

と
、
附
設
工
業
数
員
養
成
所
生
徒
八
人
、
及
附
陽
職
工
徒
弟
學
校
製
版
科
生
徒

十
二
人
の
教
育
は
本
校
に
委
託
す
る
こ
と
と
な
り
、
叉
同
省
令
第
二
十
八
琥
を

以
て
、
本
校
の
學
科
目
及
其
程
度
に
改
正
を
施
さ
れ
、
各
本
年
九
月
十
一
日
よ

り
宜
施
せ
ら
る
4

こ
と
4

な
れ
り
。
そ
の
改
正
要
旨
を
記
せ
ば
左
の
如
し
。

第
一
東
京
美
術
學
校
の
學
科
を
分
ち
て
、
日
本
聾
科
、
西
洋
聾
科
、
彫
刻

科
、
圏
案
科
、
金
工
科
、
銹
造
科
、
漆
工
科
及
製
版
科
と
す
。

製
版
科
を
除
き
各
學
科
に
豫
備
科
を
置
く
。

第
二
東
京
美
術
學
校
の
修
業
年
限
は
、
豫
備
科
を
通
じ
て
五
個
年
と
す
、

但
し
製
版
科
の
修
業
年
限
は
一
二
個
年
と
す
。

第
三
各
學
科
の
學
科
目
及
其
程
度
は
左
の
如
し
。
（
課
程
表
略
す
）

第
四
卒
業
者
に
し
て
既
修
の
學
科
に
つ
き
更
に
研
究
せ
ん
と
す
る
も
の
は

研
究
生
と
し
て
三
個
年
以
内
在
學
せ
し
む
る
こ
と
を
得
。

第
五
各
學
科
の
學
科
目
中
一
科
目
若
く
は
敷
科
目
を
撰
揮
し
て
學
修
せ
ん

と
す
る
も
の
は
選
科
生
と
し
て
入
學
せ
し
む
る
こ
と
を
得
。

則

本
令
は
大
正
三
年
九
月
十
一
日
よ
り
之
を
施
行
す

要
す
る
に
上
記
本
校
規
程
の
改
正
は
、
圏
案
科
を
二
つ
に
分
ち
た
る
と
、
製

版
科
を
増
設
さ
れ
（
岡
聾
師
範
科
は
蕉
の
如
し
）
た
る
に
あ
り
。
本
校
規
則
も

之
に
伴
ひ
て
不
日
改
正
せ
ら
る
べ
し
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
＝
―
|
六
。
T
.

―
―
-
•

十
一
・

三
〇
〕

附
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〇
圏
案
科
の
主
任
九
月
十
一

日
付
を
以
て
、
岡
案
科
第
一
部
主
任
は
島
田

〔
佳
突
〕
教
授
へ

、
第
二
部
主
任
は
古
宇
田
〔
実
〕
数
授
へ
命
ぜ
ら
れ
た
り
。

0
臨
時
博
覧
會
鑑
査
官
の
任
命
九
月
二
十
二
日
付
を
以
て
、
學
校
長
正
木
直

彦
、
数
授
黒
田
清
輝
、
高
村
光
雲
、
海
野
勝
瑕
、
寺
崎
廣
業
、
白
井
保
次
郎
、

島
田
佳
突
、
岡
田
三
郎
助
、
和
田
英
作
、
白
山
福
松
、
藤
島
武
二
、
小
堀
鞘
―音

の
諸
氏
へ
封
し
、
臨
時
博
覧
會
鑑
査
官
仰
付
け
ら
れ
た
り
。

0
高
等
工
業
學
校
赦
官
諸
氏
の
兼
任
親
に
記
し
た
る
が
如
く
本
校
へ
依
託
せ

ら
れ
た
る
、
東
京
高
等
工
業
學
校
の
工
業
圏
案
科
生
徒
赦
養
の
た
め
と
、
本
校

ヘ
製
版
科
を
置
か
れ
た
る
と
に
よ
り
、
東
京
高
等
工
業
學
校
数
授
松
岡
寿
、
同

結
城
林
蔵
、
同
鹿
嶋
英
二
、
同
安
田
禄
造
の
諸
氏
は
何
れ
も
九
月
二
十
三
日
付

を
以
て
、
本
校
数
授
に
兼
任
せ
ら
れ
、
東
京
高
等
工
業
學
校
助
教
授
伊
東
亮
次

氏
は
九
月
十
四
日
付
を
以
て
、
本
校
助
数
授
に
兼
任
せ
ら
れ
た
り
。

0
教
授
の
新
任
工
學
士
神
木
健
介
氏
は
十
月
二
十
八
日
付
を
以
て
本
校
数
授

に
任
ぜ
ら
れ
、
高
等
官
六
等
に
叙
せ
ら
れ
、
圏
案
科
第
二
部
建
第
装
飾
郡
授
業

を
擦
任
せ
ら
る
。

〇
啜
託
せ
ら
れ
た
る
諸
氏

十
月
十
五
日
を
以
て
印
刷
局
技
師
矢
野
道
也
氏
は

本
校
色
彩
學
及
印
刷
術
授
業
を
、
東
京
高
等
工
業
學
校
教
授
笠
原
留
七
氏
は
敷

學
及
物
理
學
の
授
業
を
、
薬
學
士
小
柴
英
侍
氏
は
化
學
及
化
學
賀
瞼
授
業
を
、

村
井
三
吾
氏
は
建
築
學
授
業
を
、
何
れ
も
新
た
に
隅
託
せ
ら
れ
た
り
。

〇
雇
の
拝
命
鈴
木
宮
吉
氏
は
、
十
月
五
日
付
を
以
て
本
校
雇
を
命
ぜ
ら
れ
、

工
藝
化
學
赦
室
助
手
申
付
け
ら
る
。

0
岩
村
〔
透
〕
休
職
教
授
の
蹄
朝
兼
て
欧
米
旅
行
中
な
り
し
岩
村
数
授
は
、

〔ら
れ
〕

去
る
九
月
廿
五
日
無
事
蹄
朝
せ
ら
た
り
。

0
出
張
の
諸
氏
教
授
白
濱
徴
氏
は
、
師
範
科
の
學
術
宜
地
指
導
の
た
め
、
京

都
、
大
阪
、
奈＿艮
、
三
重
、
兵
庫
の
各
府
縣
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
往
復
十
日

間
を
以
て
十
月
十
四
日
よ
り
出
登
せ
ら
れ
、
又
本
校
生
徒
秋
季
修
學
旅
行
の
た

め
、
数
授
揺
井
信
之
進
、
同
和
田
英
作
、
同
白
井
保
次
郎
、
助
教
授
千
頭
庸

哉
、
雇
神
矢
数
親
、
助
赦
授
津
田
信
夫
、
同
石
井
吉
次
郎
、
同
波
根
義
三
、
数

授
鹿
島
英
二
、
鎌
田
禰
壽
治
の
諸
氏
は
、
各
営
該
科
に
於
け
る
學
術
宜
地
指
導

の
た
め
各
地
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
又
隅
託
羽
田
禎
之
進
、
同
赤
間
運
蔵
、
書

記
高
田
松
男
、
同
増
井
兼
吉
、
同
中
澤
治
之
助
、
雇
藤
岡
福
三
郎
、
同
中
島
新

助
、
同
寒
JI
瀞
、
同
吉
本
吉
右
衛
門
の
諸
氏
も
ま
た
各
科
修
學
旅
行
の
た
め

に
、
各
地
へ
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
執
れ
も
十
月
二
十
六
日
よ
り
三
間
日
出
張
せ

ら
れ
た
り
。

〇
職
員
諸
氏
の
近
況
鎌
田
〔
弥
寿
治
〕
教
授
は
去
る
九
月
末
本
郷
盃
駒
込
東

片
町
百
二
十
三
番
地
へ
轄
居
せ
ら
る
。
△
石
田
〔
英
一
〕
助
教
授
留
守
宅
に
て

は
、
十
月
上
旬
下
谷
謳
上
根
岸
番
町
百
十
八
番
地
へ
轄
居
せ
ら
る
。
△
久
米

〔
桂
一
郎
〕
赦
授
も
先
頃
赤
坂
謳
青
山
高
樹
町
二
十
番
地
へ
移
轄
せ
ら
れ
た

り
。
△
別
項
に
記
せ
る
臨
時
博
覧
會
鑑
査
官
を
命
ぜ
ら
れ
た
る
正
木
〔
直
彦
〕

學
校
長
始
め
教
授
諸
氏
は
、
京
都
に
於
け
る
同
會
出
品
鑑
査
の
た
め
、
十
月
三

十
一
日
よ
り
十
一
月
四
日
迄
京
都
へ
出
張
せ
ら
れ
、
且
奈
艮
正
倉
院
を
拝
観
せ

ら
れ
し
向
も
あ
り
た
り
と
い
ふ
。
△
出
征
中
の
石
田
〔
英
一
〕
助
敦
授
は
、
十

月
十

一
日
付
を
以
て
陸
軍
歩
兵
曹
長
に
進
級
せ
ら
れ
た
る
よ
し
に
て
、
同
氏
の

近
況
は
、
通
信
欄
に
記
す
慮
の
如
し
。
△
櫻
岡
〔
三
四
郎
〕
教
授
は
先
頃
奈
一艮

正
倉
院
を
拝
観
せ
ら
れ
た
り
。

〇
撰
科
生
の
入
學
撰
科
の
試
験
は
、
去
る
九
月
十
四
日
よ
り
十
八
日
迄
施
行

せ
ら
れ
た
る
が
、
そ
の
結
果
合
格
し
た
る
も
の
、
並
に
特
別
詮
議
を
罷
た
る
も

の
は
、
同
月
二
十

一
日
各
入
學
を
許
さ
れ
た
り
。
そ
の
氏
名
左
の
如
し
。
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〇
師
範
科
第
一
＿
一
年
の
修
學
旅
行

E
母
年
施
行
せ
ら
る
4

師
範
科
第
三
年
の
修
學

旅
行
は
、
十
月
十
四
日
よ
り
同
月
二
十
三
日
迄
、
白
濱
〔
徴
〕
教
授
附
添
ひ
に

て
施
行
せ
ら
れ
た
り
。
旅
行
先
は
、
京
都
、
大
阪
、
奈
艮
、
三
重
、
兵
庫
の
各

府
縣
に
し
て
、
各
學
校
の
宜
地
授
業
を
視
察
研
究
し
、
並
に
著
名
の
社
寺
美
術

品
等
に
つ
き
て
観
察
し
た
り
。

〇
各
科
の
修
學
旅
行
例
年
施
行
の
各
科
修
學
旅
行
は
、
本
年
も
ま
た
十
月
二

十
六
日
よ
り
三
日
間
を
以
て
行
は
れ
た
り
。
即
ち
日
本
霊
科
は
栃
木
縣
蓋
原
地

栢

田
漆
工
撰
科

榮
四
郎

唯

手

光
太
郎

東

京

平

高渡
嘉
敷

沖

縄

士

高

山

明

東

京

士

井

新

潟

平

吉

田

源
十
郎

光

高

知

平

JI I小

上

勝
三
郎

東

京

平

史

乗

支

那

東

京

平

金 後

清鎖

爽

金
工
撰
科

林

親

光

朝

鮮

藤

茨

城

平

同

（
牙
彫
）

白

石

香

日
本
聾
撰
科

忠

夫

東

京

士

西
洋
霊
撰
科

敦

谷

支

那

元

牧

支

那

彫
刻
撰
科
（
木
彫
）

盛

宮

崎

士

濯許 吉

村

開 雀

省
三
郎葬

富

山

平

岩

山

敬

助

鹿

兒
島
士

國

瑶

支

那

方
へ

、
西
洋
聾
科
は
静
岡
よ
り
久
能
山
三
保
松
原
を
紐
て
、
興
津
の
消
見
寺
附

近
へ

、
彫
刻
科
は
神
奈
川
縣
箱
根
地
方
へ
、
圏
案
科
は
妙
義
山
よ
り
榛
名
を
過

ぎ
て
伊
香
保
へ
、
金
工
科
は
埼
玉
縣
熊
谷
よ
り
日
原
を
罷
て
日
向
和
田
地
方

へ
、
錨
造
科
は
日
光
地
方
へ
、
漆
工
科
は
鎌
倉
よ
り
箱
根
の
底
倉
姥
子
附
近

へ
、
師
範
科
は
栃
木
縣
足
尾
よ
り
湯
元
、
日
光
町
近
傍
へ
、
工
業
圏
案
科
は
青

梅
御
嶽
邊
へ

、
製
版
科
は
伊
豆
の
熱
海
、
伊
東
、
修
善
寺

へ
赴
き
、
二
十
八
日

悉
く
蹄
京
し
た
り
。

東
京
美
術
學
校
近
事
〔
一
三
ー
七
゜
T
•

三
・

十
ニ
・

ニ
五
〕

0
石
田

〔英

一
〕
助
教
授
の
近
況
出
征
せ
ら
れ
た
る
同
氏
の
消
息
は
前
琥
に

も
載
せ
た
る
が
如
く
に
し
て
、
其
後
柳
樹
驀
兵
姑
出
張
所
に
て
兵
姑
事
務
に
従

事
せ
ら
れ
し
が
、
十
一
月
廿
三
日
の
命
に
て
、
最
初
上
陸
し
た
る
努
山
潤
兵
姑

倉
庫
に
て
勤
務
せ
ら
る
る
由
。
猶
同
氏
所
服
部
隊
の
凱
旋
の
期
は
十
二
月
二
十

五
日
迄
に
全
部
引
揚
げ
の
事
と
な
り
居
れ
ど
も
、
同
氏
は
内
地
蹄
還
後
と
て

も
、
残
務
整
理
等
の
た
め
、
蹄
京
は
遅
る
4

見
込
な
り
と
い
ふ
。

ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ

0
本
校
の
桑
博
出
品
文
部
省
よ
り
の
指
定
に
よ
り
、
桑

港

萬

國

博

覧
會
へ
本
校
よ
り
出
品
す
べ
き
も
の
は
、
兼
て
よ
り
協
議
中
な
り
し
が
、
去
る

九
月
中
旬
計
甕
を
決
定
し
て
左
記
の
諸
品
を
出
品
す
る
こ
と
4

な
し
、
十
二
月

四
日
五
日
の
雨
日
、
他
校
の
出
品
と
共
に
文
郡
省
修
文
館
に
於
て
有
志
の
観
覧

に
供
せ
ら
れ
た
り
。
今
そ
の
排
列
の
大
要
を
記
せ
ば
、
陳
列
壁
面
は
横
二
十
八

尺
、
陳
列
箱
は
高
六
尺
間
口
九
尺
奥
行
五
尺
の
三
方
硝
子
に
し
て
、
此
壁
面
へ

は
日
本
賓
成
績
の
貼
込
（
四
枚
づ
つ
）
額
面
爪
個
、
圏
案
成
績
の
貼
込
（
エ
藝

圏
案
建
築
装
飾
各
敷
葉
）
額
面
爪
個
と
を
左
右
九
尺
宛
の
間
に
か
け
、
中
央
十
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尺
の
場
所
に
は
西
洋
壷
成
績
の
肖
像
戴
面
（
竪
額
）
を
上
郡
に
、
風

景

戴

面

（
横
額
）
を
下
方
に
掲
げ
、
壁
面
上
邊
戴
ヶ
所
に
英
文
校
名
の
額
を
懸
く
、
陳

列
箱
に
は
天
井
に
英
文
校
名
の
額
を
下
げ
、
内
部
周
邊
に
は
、
金
工
、
躊
造
、

漆
工
の
各
作
品
を
排
列
し
、
中
央
に
高
五
寸
長
七
尺
四
寸
幅
一
尺
八
寸
の
蛋
を

作
り
、
此
棗
の
上
の
中
部
に
飾
り
棚
を
骰
き
、
木
彫
、
牙
彫
、
金
工
、
錨
造
、

漆
工
の
各
作
品
を
配
し
、
棚
の
雨
側
蛋
上
に
も
、
彫
刻
、
鍛
金
の
作
品
を
排
列

せ
り
。
而
し
て
別
に
陳
列
箱
の
内
部
隣
り
と
の
間
仕
切
に
も
、
蒔
綸
、
銹
造
、

金
工
、
芝
山
象
嵌
の
額
面
（
各
一
個
）
を
掲
げ
、
又
別
に
本
校
の
状
況
を
知
ら

し
め
ん
が
た
め
に
は
、
英
文
一
覧
敷
百
部
を
印
刷
し
て
出
品
配
付
す
る
こ
と
4

な
れ
り
。
出
品
名
左
の
如
し
。

壁
面
に
掲
ぐ
る
も
の

日
本
霊
成
絞
貼
込
額
戴
個
（
草
木
花
鳥
人
物
の
窟
生
）
△
西
洋
書
成
績
額
面

四
個
（
自
聾
肖
像
戴
、
風
景
「
奈
良
、
港
」
訳
）

△
閾
案
成
績
貼
込
額
面
賦

個
（
エ
藝
圏
案
一

、
建
築
装
飾
一
）

陳
列
箱
内
に
排
列
す
る
も
の

彫
金
瀧
銀
製
扇
形
梅
に
鴬
圏
名
刺
盆
△
組
梨
子
地
武
蔵
野
圏
蒔
縮
茶
箱
△
彫

金
牡
丹
圏
額
△
孔
雀
園
蒔
箱
色
紙
箱
△
芝
山
象
嵌
群
蝶
手
箱
△
鍛
金
銅
製
群

兎
置
物
△
金
地
向
日
葵
闘
蒔
箱
小
硯
箱
△
錨
造
唐
草
模
様
花
瓶
△
彫
金
朧
銀

製
樹
上
鶉
圏
名
刺
盆
△
河
骨
岡
蒔
檜
手
箱
△
彫
金
色
金
嵌
入
森
林
圏
額
△
金

地
椋
相
岡
蒔
綸
文
箱
△
香
の
圏
裂
地
模
様
蒔
綸
手
箱
△
彫
刻
ス
ペ
イ
ソ
踊
子

（
錨
造
）

△
木
彫
上
代
人
物
（
久
斯
）
置
物
△
鍛
金
黄
銅
製
上
代
農
婦
置
物

△
彫
金
銀
製
鷺
置
物
△
錨
造
鳳
凰
香
煉
△
銹
造
宵
銅
鳳
文
香
燻
△
彫
金
朧
銀

製
雪
中
松
圏
花
瓶
△
錨
造
葡
萄
柘
梱
置
物
△
牙
彫
鳩
置
物
（
二
羽
）
△
錨
造
渦

紋
花
瓶
△
木
彫
彩
色
絃
響
置
物
△
牙
彫
浮
世
人
物
置
物
△
牙
彫
少
女
置
物
△

彫
金
朧
銀
製
出
山
繹
迦
置
物
△
平
目
地
巴
散
し
蒔
箱
菓
子
器
△
小
判
地
源
氏

綸
本
散
し
蒔
箱
葉
巻
茸
入
箱
△
花
車
圏
蒔
綸
香
盆
△
彫
金
朧
銀
製
龍
圏
香
盆

△
月
に
時
鳥
蒔
縮
香
合
△
懸
崖
飛
瀑
圏
蒔
給
短
冊
箱
△
彫
金
鴛
驚
圏
巻
茸
箱

△
彫
金
朧
銀
製
鍾
埴
圏
香
合

陳
列
箱
内
間
仕
切
に
懸
く
る
も
の

薄
蒔
金
地
胡
蝶
舞
蒔
箱
額
△
錨
造
雨
中
狸
圏
額
△
布
目
象
嵌
母
の
慈
愛
額
△

芝
山
象
嵌
曾
子
圏
牙
木
嵌
入
額

関

連

事

項

大
礼
服
所
持
者

大
正
三
年
一
月
十
六
日
、
文
部
大
臣
官
房
秘
書
課
長
よ
り
儀
式
祭
典
等
に
関

す
る
総
代
選
定
上
の
必
要
か
ら
大
礼
服
所
持
者
に
つ
い
て
報
告
す
る
よ
う
各
方

面
に
通
牒
が
発
せ
ら
れ
た
。
本
校
の
回
答
に
よ
る
と
所
持
者
は
竹
内
久
一

、
海

野
勝
瑕
、
海
野
美
盛
、
寺
崎
広
業
、
古
宇
田
実
、
大
村
西
崖
、
白
浜
徴
、
白
井

雨
山
ら
教
授
た
ち
で
、
西
洋
画
科
で
は
黒
田
清
輝
を
は
じ
め
と
し
て
一
人
も
所

持
者
が
無
か
っ
た

（
「
豆
鴨
芦
文
部
省
往
復
虹
務
」
）
。

東
京
大
正
博
覧
会

大
正
三
年
三
月
二
十
日
よ
り
同
年
七
月
三
十
一
日
ま
で
上
野
公
園
を
中
心
会

場
と
し
て
東
京
府
主
催
の
東
京
大
正
博
覧
会
が
開
催
さ
れ
、
本
校
教
官
の
中
に

も
美
術
部
の
審
査
に
加
わ
っ
た
人
が
多
か
っ
た

(572
頁
参
照
）
。
こ
の
博
覧
会
は

上
野
公
園
と
不
忍
池
畔
に
セ
セ
ッ
シ
ョ
ソ
式
や
東
洋
式
の
展
示
館
が
数
多
く
建

て
ら
れ
、
東
京
府
を
は
じ
め
北
海
道
庁
、
二
府
四
―
一
県
、
各
省
官
立
諸
学
校
、

研
究
所
、
試
験
所
、
台
湾
朝
鮮
両
総
督
府
、
関
東
庁
、
樺
太
庁
、
諸
外
国
が
出

② ①
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